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開  会   午前１０時００分 

○委員長（垣内秋弘） 皆さん、おはようございます。 

  本日は、閉会中における総務建設常任委員会を招集いたしましたところ、町当局の関

係者をはじめ、委員の皆様にはご多忙のところご出席をいただきまして、まことにあり

がとうございます。 

  本日は、各課の平成２９年度第２四半期の執行状況報告並びに所管事項の報告をお願

いしたいと思います。 

  本日の委員会において、不適切な発言等がありました場合には、委員長において精査

を行うことといたします。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ありがとうございます。 

  ここで、理事者からご挨拶をお願いいたします。副町長。 

○副町長（田中雅和） おはようございます。 

  梅雤明けが先週１９日に発表されまして、暑さもますます厳しくなっております。皆

様方におかれましては、ご健勝にてご活躍のことと存じます。委員各位におかれまして

は、平素から町行政の推進に何かとご理解、ご尽力を賜っておりますことに厚くお礼を

申し上げます。 

  本日は、公私ともお忙しいところ、総務建設常任委員会にご参集いただき、ありがと

うございます。垣内委員長、松本副委員長のもと常任委員会を開催いただき、第２四半

期の事業執行状況及び各課の所管事項を報告させていただきますので、よろしくお願い

申し上げます。 

  ここで、数点ご報告事項がありますので、よろしくお願い申し上げます。 

  １つ目は、先週２１日から２２日、金、土ですけれども、広島平和体験学習に小中学

生全部で１２名の方が参加してくれましたので、その報告につきましては、８月５日の

平和のつどいにおきまして、その報告をしてもらうことにしておりますので、お知らせ

をさせていただきます。 

  次に、先日、宇治市白川地区においては野犬が出没したと、そういう情報に続きまし

て、昨日の午後ですけれども、京都府の府民スポーツ広場―久御山町に属しますけれ

ども、そこの府民広場でまた野犬が出没したと、こういったことでございますので、再

度関係の方にはお知らせをするとともに、隣にあります末山・くつわ池自然公園におき

ましては、注意喚起のお知らせの張り紙といいますか、そういったものを出させていた
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だいたところでございます。また、熊の対応などにつきましては、現在、町独自のもの

を作成するということで鋭意努めているところでございますので、よろしくお願い申し

上げます。 

  それから、次に、宇治田原山手線についてでございますけれども、これにつきまして

は、山城北土木事務所は今年度事業として着工区間の測量、地質調査、そして詳細設計、

用地測量設計と、こういったことを実施するということで、既に発注もされております。

そういったことで事業着手に向けて準備を進めておりまして、今月７月１０日ですけれ

ども、山城北土木事務所による事業概要の説明会が地元関係役員の皆様方になされたと

ころでありまして、また、来週３１日月曜日でございますけれども、今度は地権者の

方々に、今後測量等が入っていくと、そういった説明会を開催されることになっており

ます。 

  以上、ご報告をさせていただきました。よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（垣内秋弘） ありがとうございました。 

  ただいまの出席委員数は６名でございます。定足数に達しておりますので、直ちに本

日の総務建設常任委員会を開きます。 

  会議は、お手元に配付しております会議日程により進めさせていただきます。 

  また、関係資料は配付しておりますので、あわせてご参照願います。 

  それでは、これより議事に入ります。 

  日程第１、各課所管に係ります平成２９年度第２四半期の事業執行状況についてを議

題といたします。 

  まず、建設環境課所管について説明を求めます。垣内建設環境課長。 

○建設環境課長（垣内清文） おはようございます。 

  それでは、建設環境課第２四半期におけます事業執行状況につきましてご説明申し上

げます。 

  資料に基づきまして順番にご説明いたします。 

  まず、１番、地籍調査事業でございます。６月補正をいただきまして、現在、南地域

での立ち会いを鋭意実施しているところでございます。おおむね９月ごろには立ち会い

を終了し、その後、測量のほうに入りたいというふうに考えております。 

  それから、２番目、公共交通利用推進事業でございます。これにつきましては、先日

７月１３日になりますけれども、宇治田原小学校におきまして、田原、宇治田原両小学

校の３年生を対象としたモビリティ・マネジメントを実施いたしました。また、８月
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１日から、どなたでもご利用できるようにということで、前回にもご報告申し上げまし

たけれども、うちわとかティッシュの配布を近所のスーパー等で行っており、また、バ

ス停となります施設、それから同様にスーパー、人の集まられるところにポスターの掲

示を現在お願いしているところでございます。 

  それと、時刻表ですけれども、８月１日号の「町民の窓」のほうに全戸に配布できま

すということで、「町民の窓」のほうに入れまして配布をしたい。それと、ホームペー

ジのほうでも注視をしていきたいというふうに考えております。 

  ちなみに、これは福祉バス事業が町営バスという形なんですが、コミバスにつきまし

て、従来から地元の方優先ではあるものの、基本的にどなたでもご利用可能というふう

に現在なっております関係上、そのスタンスがありましたので、あえて地元運営のバス

というコミバスについて、このポスター等の掲載の中にコミバスがないことをご理解い

ただきたいと思います。 

  今後につきましては、地域公共交通会議、これを設置して、今後のバスの有料化をは

じめ利用の推進、利用の形態に関することについてご議論をしていきたいというふうに

考えております。 

  ３番目、バスロケーションシステム導入事業、これにつきましては、今現在、バス会

社のほうで実施していただいておるところです。 

  ４番目です。児童遊園整備事業でございます。南区の遊具につきまして、先日７月

１５日に南区の役員さん、それから生産森林組合の役員さん、ＰＴＡの地域役員さんの

方々との協議を行いました。遊具の設置場所などについてのご意見を頂戴し、また、遊

具の内容についても確認をいただきました。それをもとに今後進めてまいりたいという

ふうに考えております。また、今年度の点検、それから工事については順次発注してま

いりたいと考えております。 

  ５番目、家庭用太陽光発電・蓄電設備設置補助事業でございます。現在のところ、申

し込みはまだゼロ件でございます。 

  ６番目、宇治田原町ふれあい収集事業でございます。現在３件の申請を受け付けして

審査中でございます。早ければ来月から収集を開始すると、その予定をしております。 

  めくっていただきまして、２ページ、７番目でございます。新市街地連絡道路整備事

業でございます。ここにあります贄田立川線路線認定に関する議案上程とございます。

９月の議会の中で、新しくこの贄田立川線を路線認定としてするために議会のほうに上

程する予定でございますので、よろしくお願いしたいと思います。現在、贄田立川線、
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それから南北線等の詳細設計に入っておるところでございます。 

  それから、８番目、京都やましろ茶いくるライン整備事業です。京都府が事業実施に

向けて、道路に設置するシートなど、共通するものについて京都府のほうで今現在作業

中でございます。この府の行程に合わせることになりますので、おおむね９月ごろに本

町のほうも発注する予定でございます。 

  それから、９番目、町道新設改良事業、これにつきましては既に２件発注しておりま

して、随時今後も発注していく予定でございます。 

  １０番目、道路施設長寿命化修繕事業でございます。これも６月で補正をいただきま

した。特に橋梁点検につきまして、次年度分を前倒しで実施したいというふうに考えて

おりまして、現在、その点検についての発注、それから舗装についての発注の作業をし

ておりまして、８月の入札に向けて進めておるところでございます。 

  それから、１１番目、都市計画制度導入検討事業。今年度につきまして、シビック交

流ゾーンの用途変更、それから、都計図の作成のほうを実施したいというふうに考えて

おります。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。浅田委員。 

○委員（浅田晃弘） ８番目の京都やましろ茶いくるライン整備事業ですけれども、たし

か９月１７でしたか、本番実施みたいなことで行われると思うんですけれども、それま

でにシート、ラインを引いてもらうということで考えていてよろしいですかね。 

○建設環境課長（垣内清文） 今されているツアーオブ茶いくるラインが９月の中ほどの

日曜日に、１７日に行われる予定なんですが、実は私どももその予定で進めておったん

ですけれども、京都府のほうの、先ほど言いました行程がちょっとおくれておりまして、

どうも間に合いそうにございません。ですので、ツアーオブ茶いくるラインのときには、

まだ茶いくるラインのない状態で自転車のイベントのほうを行われると思いますので、

ちょっと後先になってしまうので申しわけございませんけれども、状況としてはそのよ

うな形です。 

○委員長（垣内秋弘） 浅田委員。 

○委員（浅田晃弘） 了解しました。よろしくお願いします。 

○委員長（垣内秋弘） ほかに質疑のある方ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようですので、建設環境課所管の質疑を終了いたします。 



７ 

  次に、プロジェクト推進課所管について説明を求めます。山下プロジェクト推進課長。 

○プロジェクト推進課長（山下仁司） おはようございます。 

  それでは、プロジェクト推進課第２四半期の事業執行状況につきましてご説明をさせ

ていただきます。 

  まず、第１番目に入る前になんですけれども、大変申しわけなかったんですけれども、

第１四半期の予算額から間違いがありまして、今般訂正をさせていただいてございます。

これまで１、新庁舎建設事業繰り越し分につきましての予算額が１億５００万円を計上

させていただいてございましたけれども、この金額につきましては、繰越明許費の設定

金額をそのままスライドして入れさせていただいていたというようなところでございま

して、現実には、今般訂正をさせていただいてございます１億３５８万４，０００円と

いう数字が正しかったということで、訂正をさせていただきました。今後、このような

ことのないように努めてまいりたいというふうに思いますので、ご理解のほう賜ります

ようにお願いをいたします。 

  それでは、事業の執行状況につきましてご説明をさせていただきます。 

  まず、１番目、新庁舎建設事業につきましては、設計支援業務のほうを京都技術サポ

ートセンター、設計業務につきましては内藤建築事務所、また、都市計画基本計画策定

業務につきましても内藤建築事務所に委託をいたしまして、現在、設計関係につきまし

ては今年度末３月完了で、都市計画の基本計画策定につきましてはことしの１０月完了

予定で現在進めているところでございます。 

  設計業務につきましては、前回いろいろ議会からもご意見もいただいていたんですけ

れども、住民の方々のご意見を頂戴しながら設計のほうを反映していきたいというよう

な思いもございまして、一応８月末に説明会の予定をさせていただきたいということで

予定を上げさせていただいてございます。ただ、これから業務等の進捗によりまして、

この日程につきましてはちょっと動く可能性はございますけれども、一応住民の方々の

ご意見を頂戴していきたいというふうに考えているところでございます。 

  それでは、あわせまして、急遽７月３１日に庁舎の建設特別委員会を持っていただく

ということになったわけでございますけれども、この中では土地利用計画、また配置計

画につきまして現在の状況をご報告させていただきたいというふうに考えてございます

ので、よろしくお願いをいたします。 

  続きまして、２番目、宇治田原山手線整備事業でございます。５番目の現年分と合わ

せまして、現在ネクスコのほうに工事委託をさせていただいてございます。ネクスコの
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ほうの今進捗状況でございますけれども、入札公告のほうが６月２１日に実際にされて

ございまして、開札が８月２２日ということになってございます。したがいまして、

８月末には宇治田原山手線緑苑坂以北の整備をいただく業者のほうが決まってまいると

いうようなことになってくるかというふうに思います。今年度分につきましては、３月

末までを予定で事業を進めていきたいというふうに考えているところでございます。 

  続きまして、３番目の新庁舎建設事業、現年分でございます。現年分につきましては、

建設、開発等に係ります許可でありましたり、各種の申請のほうを予定してございまし

て、現在、都市計画法の開発許可でありましたり、土地収用法の事業認定、また森林法

に係ります林地開発事前協議の事前相談段階でございます。今後、事前協議のほうに移

らせていただきたい、最後には申請のほうという形で運んでいきたいというふうに考え

ているところでございます。 

  続きまして、４番目、宇治田原山手線整備促進住民会議助成金でございます。実際の

助成金につきましては、５月初旪に交付のほうさせていただいているわけでございます

けれども、先般７月１８日に住民会議の役員会を開催いただきまして、今年度の基本計

画、また予算につきましてご審議をいただきまして、８月２９日、一斉啓発活動、記載

のほうさせていただいてございますけれども、これの啓発活動を執行していただくとい

う予定になってございます。 

  続きまして、最後５番目ですけれども、宇治田原山手線整備事業の現年分でございま

す。先ほど２番目の繰り越し分と合わせまして、上段の３，００１万２，０００円につ

きましては工事委託の協定を結ばせていただいて、現在進めているところでございます。

２段目の６，６８６万円につきましては、６月補正で可決をいただいたわけでございま

すけれども、先ほど申し上げましたように、請負業者のほうが８月末に決まってきます

ので、現在、今年度どれだけの事業が進捗することができるかということを業者が決ま

った後に協議のほうに入っていきたいというふうに考えてございますので、今後、変更

の委託契約協定のほうを進めていくことになるというふうに予定をしているところでご

ざいます。 

  それから、最後の７月中に上がってございます用地鑑定評価業務についてでございま

す。平成２７年から、山手線の緑苑坂以北部につきましての用地買収のほうを進めてき

たわけでございますけれども、これまでもご報告させていただいてございますように、

２名の方、４筆の用地がまだ未買収であるというようなところでございます。これを打

破するがために、昨年の秋にですけれども、筆界特定制度という制度を法務局に対しま
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して申請を上げさせていただきまして、今般、筆界を決めましたという決定通知をいた

だいたところでございます。これに基づきまして、用地鑑定のほうを現在進めさせてい

ただいている段でございまして、価格等が決まりましたら、決まった以降に用地交渉に

再度入らせていただきたいというふうに考えているところでございます。 

  ようやく面積のほうが確定する形になりますので、これまで価格なりを提示させてい

ただくことができませんでした。今般、これで価格提示をさせていただくことができま

すので、若干交渉に当たっての材料がふえたということで、できますれば任意交渉で用

地のほうを取得していきたいというふうに考えているところでございます。ただ、事前

には事業に反対だというようなことをおっしゃっている所有者の方でございますので、

強制収用ということも視野に入れつつ、業務のほうは進めていきたいというふうに考え

ているところでございます。プロジェクト推進課からは以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。谷口委員。 

○委員（谷口重和） 今の５番ですけれども、できるだけうまいこと買収できるように、

それは努力してほしいと思います。 

  それとあと１点、１番、住民説明会、これはどのような形でやられるのか、それだけ

ちょっと教えてください。 

○プロジェクト推進課長（山下仁司） 用地買収につきましては慎重に進めていきたい、

できるだけ角が立たないように、うまくいけるようにというふうには考えているところ

でございます。 

  それから、ただいまご質問のありました住民説明会についてなんですけれども、以前、

議会のほうで一般質問でもいただいていますのが、各地区で説明会ができないかという

ようなこともいただいているところなんですけれども、ちょっと業務がどこまで進むか

によりまして、最低でも文化センターなりで説明会を実施していきたいというようなと

ころで現在は考えているところでございます。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） 先に広報活動も十分やっていただいて、住民に知らしめてから説明

会をすると、１週間前にやりますよ言うて、それではやはり納得のいかへんような説明

会になっても困るし、やはり反対派もいることやからそれだけちょっとお願いしたいと

思います。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございませんか。山本委員。 
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○委員（山本 精） 今の説明会のことなんですけれども、今言われたように、できれば

全住民にということで言えば、地域別にやるとか、もう尐し計画してほしいなというよ

うなことですけれども、その辺はどうでしょうか。 

○プロジェクト推進課長（山下仁司） ただいまご答弁させていただいたとおりでござい

ます。時期的なものもございますし、できるだけ住民の方々のご意見を頂戴していきた

いというふうに考えているのは、私どもの考え方でございます。特別委員会のほうでも

またご報告させていただきたいなというふうには思っているんですけれども、例えば、

この日程が９月にずれ込んできますと、やっぱり９月議会等々も出てきますので、日程

の調整がなかなか難しい部分もございます。その辺も見つつ、できるだけ多くの方のご

意見を頂戴できるような形を考えていきたいというふうに思ってございますので、ご理

解賜りますようにお願いいたします。 

○委員長（垣内秋弘） 山本委員。 

○委員（山本 精） よろしくお願いします。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、プロジェクト推進課所管の質疑を終

了いたします。 

  次に、産業観光課所管について説明を求めます。木原産業課長。 

○産業観光課長（木原浩一） 皆さん、おはようございます。 

  産業観光課所管の第２四半期の事業執行状況をご説明させていただきます。 

  まず、１番のお茶の京都交流拠点整備推進事業でございます。これにつきましては、

実施設計を７月上旪から行い、９月中旪に発注し、湯屋谷の茶工場の改修のほうをさせ

ていただきたいと思っております。 

  次に、２番目のお茶の京都交流拠点整備推進事業でございます。これにつきましては、

西ノ山集団茶園ふれあい交流施設整備事業の発注、これにつきましては８月下旪に発注

し、１０月に完成をめどにしております。宗円生家の環境整備事業でございます。これ

はもう７月下旪に発注し、１０月に完成をめどに頑張っております。 

  次に、３番目の町内雇用促進助成事業でございます。これは随時受け付けて進めてい

る事業でございます。 

  ４番目の町内企業就業推進事業でございます。これにつきましては、８月下旪にセミ

ナーを開催させていただきたいと思います。 
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  次に、５番目のお茶の京都推進事業でございます。これにつきましては、７月１日、

２日にかけて、日本遺産サミット、これ精華町で開催されましたのに出席、参加をして

おります。７月１５日には京都美術工芸大学の視察、これの視察をしていただいて、一

坪茶室等のプレゼンテーションを受けております。以後につきましては、一番右側に書

いておりますように進めさせていただいております。 

  次に、６番目の農業担い手対策事業でございます。これにつきましては、新規就農相

談ということで随時受け付けをしております。青年給付金につきましては、新規１名と

継続３名を予定しております。９月に計画申請を行います。 

  次に、担い手農家の育成事業等助成金ということで、これも随時受け付けをさせてい

ただいております。それと、農業者の労災保険特別加入促進事業でございます。これに

つきましても随時受け付けをさせていただいております。 

  次に、７番目の大福茶園再造成事業でございます。これにつきましては、第２四半期

に京都府営事業で２期工事の着手予定ということでございます。年度末に町負担金の支

払いを予定しております。 

  ８番目の災害に強い山づくり事業でございます。これにつきましては、随時受け付け

をさせていただいておりますとともに、要適正管理森林のほうにつきましては１件手を

挙げていただいておるところでございます。 

  ９番目の有害鳥獣対策事業、これにつきましては、町単費の電柵の補助の受け付けを

随時受け付けさせていただいております。 

  次に、１０番目の宇治田原企業成長応援事業でございます。これにつきましても、商

工会から経由して随時受け付けをさせていただいております。 

  次に、１１番目の観光まちづくり推進事業でございます。これもおもてなし推進事業

補助金、これにつきましては、随時これも受け付けをさせていただいております。 

  観光まちづくり会議の開催と４つの部会の運営ということで、８月の上旪に部会、

９月の中旪に部会リーダー会議を予定しております。 

  それと、次に、１２番目の末山・くつわ池自然公園事業でございます。これにつきま

しては、公園整備の計画策定業務発注を８月中旪に予定しております。計画の策定とト

イレの改修、また、自動火災報知機の整備等でございます。 

  １３番目の地域おこし協力隊事業でございます。これにつきましては、８月中旪に募

集し、９月の下旪に選考決定をしてまいりたいと考えております。 

  産業観光課の執行状況は以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方、挙手願います。谷口委員。 

○委員（谷口重和） これもちょっと一、二点だけ。６番の農業者の労災、これは今現在

何人ぐらい加入してはりますか。 

○委員長（垣内秋弘） 木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） この事業の助成金につきましては、これは経営者、雇い主

の労災でありまして、今のところ、自分が掛けるという方が今おられませんので、６月

には広報紙による広報はさせていただきまして、まだ自分のところの労働者には掛けて

おられる方は多数おられるんですが、雇い主が掛けるという方がちょっと今のところま

だ見当たらないので、今後またＰＲもしていきたいと考えております。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） ということは、助成金は今のところゼロいうことですか。 

○委員長（垣内秋弘） 木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） はい。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） わかりました。 

  あと一点、大福茶園ですけれども、これ今もう一遍確認したいんですけれども、何名

で今現在進行しておられますか。 

○委員長（垣内秋弘） 木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） ６名でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） わかりました。 

  それと、今、その６名さんの平均年齢は何歳ぐらいですか。それだけ教えてください。

大体で結構です。 

○委員長（垣内秋弘） 木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） ４５歳から５０歳までの間と思います。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） ４５歳から５０歳ですか。 

○委員長（垣内秋弘） 木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） 平均するとそれぐらいだと思われます。ちょっと２０代の

方もおられれば、ちょっと７０歳になっておられる方もおられますので。 
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○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） ある程度は把握しているんですけれども、それらの方は後継者も余

り私の調べのほうではままならないような状態やと。仮に完成して、これから５年、

１０年ぐらいまでは現在の精華町やから事業ができると思うんですけれども、その次の

後継者がもしもない場合、６名の方で維持できんのかどうか、その後のこともある程度

話が進んでいるのかどうか、これだけちょっと今答えられへんと思うんで、それはやっ

ぱり把握してもらいたいと思います。でなかったら、途中で頓挫されるとそれも大変な

ことやし。まだこっちのほうのくつわ池のほうはある程度はそれも計画の中に初めから

入ってたか知らんけれども、後継者も割と見られるんで。次、こっちのほう、大福は私

の調べでは余り後継者らしい人が見当たらん状態やから、そこら辺もうちょっときっち

り指導もしてもらわんならんと思うけれども、やっぱり調べといていただきたいと思い

ます。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） 答弁はよろしいですか。ただいまの答弁お願いします。木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） その辺につきましてまた調査し、説明できるような対応を

させていただきたいと思います。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） もう一点です。１０番、宇治田原企業成長応援事業、これ毎回やか

ましい言うているんですけれども、この事業すら自体わからん中小企業、小企業がおら

れるんで、商工会にも言うているんですけれども、商工会だよりを流しているとか、そ

の云々できょうまで終わっているケースが、やはりできるだけ、産業課のほうもしかり、

商工会のほうも職員がある程度頭数も要ることやから、そういうわからないような事業

所に回ってもらうとか、それはやはり率先してやってもらわんと。いい補助金あるのに

もらえへん人もやっぱりおるんで、それだけやっぱりもう一遍ちょっと言ってもらいた

いと思います。これはお願いです。答弁要りません。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございませんか。松本副委員長。 

○副委員長（松本健治） ちょっと聞き逃したかもしれませんので確認したいんですが、

８番の災害に強い山づくり、これは今のところどういうふうにおっしゃりましたですか。

ちょっと確認させてください。 

○委員長（垣内秋弘） 木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） 災害に強い山づくりの中に、要適正管理森林という、家の

際に木が立ってあって、それを撤去するのに使っていただく事業と、それが今１件ござ
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います。それと、災害に強い山づくり、危険木の撤去という事業がございます。これに

つきましては、ちょっと今、ある地区のほうでそういう話も出ておりますので、今後、

話をまとめて進めていきたいなと考えております。 

○委員長（垣内秋弘） 松本副委員長。 

○副委員長（松本健治） 要適正管理森林云々というやつは、この事業は１件なんですね。

もう一つのほうも、今相談中が１件ということですか。いずれにしても、ちょっとここ

しばらく７月に入っても、例の北九州、それから犬山、それから秋田、立て続けに集中

して非常に大きな災害がちょっと出ていますので、あれを見ていますと、やはりそうい

う危険木と言われるような流木、倒木による被害拡大というのが非常に大きいなという

ことを見て感じています。したがって、こういうことについても、従来余り応募という

か、こういうなかったんですけれども、これからやっぱり役場のほうからも確認をして

もらうというか、そういうことによっていろんな対応の仕方も、やっぱり仕掛けていく

ことも必要だろうというふうに思いますので、特にこういうここしばらくのあれを見て

いますと、そういうことを感じますので、十分相談に乗って対応してほしいなというふ

うに思います。以上です。どうでしょうか。 

○委員長（垣内秋弘） 木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） 今おっしゃっていただいたように、ことしのところ、流木

による災害が多いということもございます。また、地域においても危険木があるという

ところも見られますので、今後、またその話も地域に進めていきたいと考えております。 

○委員長（垣内秋弘） 松本副委員長。 

○副委員長（松本健治） もう一点、２の西ノ山の関係でちょっと確認しておきたいんで

すが、このときにもその辺の話もしていましたけれども、やっぱり特に景観上、非常に

居心地としては余りよくないということで、整備のお願いもしたわけですけれども、や

っぱりちょっと最近見ていますと、この時期になりますとかなり雑草が多い。反対側の

ところの茶園のところについては、比較的この前刈られたんだろうというふうに思いま

すけれども、この間のちょうど集団茶園のほうはそのままになったりしているんですけ

れども、その辺については、ちょっとある程度この時期にやっぱり刈ってほしいという

話も以前させていただいておりましたけれども、その点ちょっとどうなのか、お聞きし

たいなと。 

○委員長（垣内秋弘） 木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） 先日、６月の末から７月のかかりにかけて、集団茶園のほ
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うとちょっと話をさせていただいて、道際と入り口の一部を刈らせていただいたところ

でございます。それからまた若干伸びてきましたんで、また今後、その対応についても

検討してまいりたいと考えております。 

○委員長（垣内秋弘） 松本副委員長。 

○副委員長（松本健治） この時期ですので、２週間、３週間しますとなるんで、非常に

その処置というのは難しいかもしれませんけれども、ああいう場所ですのでぜひよろし

くお願いしたいというふうに思います。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございませんか。浅田委員。 

○委員（浅田晃弘） １番のお茶の京都交流拠点整備推進事業でございますけれども、こ

の間、月に１回は地元との協議で、地元の住民さんと月１回以上は来ていただいて、い

ろいろ意向をくみ上げながら実施設計のほうをやっていただいているわけなんですけれ

ども、９月の定例会に請負も上程されるとは思うんですけれども、それ以降の９月発注

で繰り越し事業なんで３月末まではしっかりできるとは思うんですけれども、できるか

どうか、どれぐらいの時期ぐらいに完成を目指してはるのか、３月末ではあるだろうと

は思うんですけれども、その辺の感触をちょっとお聞きしたいなと思います。 

○委員長（垣内秋弘） 冨田補佐。 

○産業観光課課長補佐（冨田幸彦） おっしゃっていただいたとおり、月１回、これから

もそういったワークショップをずっと続けながら進めていこうと思っておりますけれど

も、９月上程を目指して今設計をしているところでございまして、その後につきまして

も、もうこれは繰り越しできないというのをおっしゃったとおりでございますので、

３月末までに完成させるということで、その設計の中身につきましても、間に合わせる

ようなスケジュール感をしっかりと組み込んだような設計内容にしていくように予定を

しております。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 浅田委員。 

○委員（浅田晃弘） 地元の方も心配されていますんで、その点どうぞよろしくお願いい

たします。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございませんか。谷口委員。 

○委員（谷口重和） 今の続きですけれども、１番、これね、設計が終わった時点でちょ

っと委員会で説明できますか。 

○委員長（垣内秋弘） 野田部長。 

○建設事業部長（野田泰生） ただ今のご質問でございますけれども、基本的には設計が
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完了した段階ではどうにか機会をつくって、皆さんにお示ししたいとは考えております

ので、またその時期等につきましては、ちょっとこれからまた詰めていきたいと思って

いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） それだけちょっとよろしくお願いをいたします。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ちょっと私のほうから１点、９番の有害鳥獣の関係でありますが、

これは町単費電柵補助申請受付ということであります。当初予算の主要事項調書には、

府の補助金をもらいながらということであります。府の補助金と町単費との絡みといい

ますか、割合はどのような形になっているのか、そこら辺をちょっとお示しいただきた

いと思います。木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） 町単費の電柵の補助はこれといたしまして、あと猟友会に

対する補助金等につきましては京都府からも出ておりまして、ちょっと今金額について

ここに記入されておりませんので。ちょっと調べて報告させていただきます。 

○委員長（垣内秋弘） それと、府補助金の中で、電柵補助に対する補助というのはある

のかないのか、あるいはまた以前、国からかなりの割合で補助が出ていたわけでありま

すが、そこら辺の今までの経過なり、今後の見通しとかを含めて、今現在の状況につい

てちょっと簡単にお話しいただきたいと思います。木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） 平成２３年度から国の電柵、またフェンスに対する補助金

が出ておりまして、宇治田原町の場合におきましては、受益者等のほうから電柵の設置

ということで、各地域においてほぼなされたということでございます。その国の補助金

が出ましたことから、京都府の補助がその時点でなくなったというよりもちょっととめ

られてまして、国の補助金だけでずっときょうまで来たところでございます。それと、

今、この町単費の補助金で電柵というのが残っておりますのは、農振の用地に限り、複

数件なくてもできるように、最終的に残ったところをするように、この補助金、町単費

でこしらえておりますので、それをご理解ちょっと賜りたいと思います。 

○委員長（垣内秋弘） それで、今農振の話も出てきましたし、補助率というのは大体ど

れぐらいのパーセントになるんですか。木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） すみません、町単費のやつは２割と思っております。 

○委員長（垣内秋弘） あと、その農振の話が出てきました。以前にも農振以外のところ
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でも非常に有望なといいますか、効果のある農地というのはたくさんあるわけでありま

して、そこら辺が対象外ということになれば、もっともっと幅を広げて緩和してはどう

かという話も今までもしてきましたし、そこら辺の検討をしていただきたいということ

を言い続けてきたわけですが、そこら辺の絡みで、そんな検討というのはもう余地がな

いという捉え方なんでしょうか。それとも、今後、その辺も含めて検討するような余地

が残っているのかどうか、お聞きしたい。木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） 今おっしゃったような優良な農地であるところは、多分、

今まで国の事業でもほぼ拾えていると思います。それで、あと残っている件数が尐ない

ところ、そういうところにしましたら、宇治田原町は農振の用地が比較的多いところな

んで、大方拾えているものと我々は認識しております。今後の検討ということになるん

ですが、それはどうしてもここをこういうところで、こういう地域がどうしても今外れ

てあるというのを確認して、それはまた今後検討するということで考えたいと思います。 

○委員長（垣内秋弘） これから、例えば山手線とかがついたときに、その周辺とかの例

えば農振の関係のいろんな形の基本的な部分が変更になってくる可能性も、見直しがさ

れると思うんですけれども、そういったところも含めて、やはり多尐臨機応変に対応す

るぐらいの弾力的な対応をお願いして、きょうのところはこれで終了したいと思います。 

  ほかにございませんでしたら、産業観光課所管の質疑を終了いたします。 

  次に、上下水道課所管について説明を求めます。青山上下水道課長。 

○上下水道課長（青山公紀） それでは、上下水道課所管の事業執行ということでご説明

させていただきたいと思います。 

  まず、１番目の公共下水道（管渠）整備事業、これは昨年度からの繰り越しでござい

ます。これにつきましては、次期以降の予定等の備考欄に書かせていただいております

①の岩－４－３地区面整備工事ということで、一応６月３０日に完了したところでござ

います。それと、下水道の変更計画ということで、これにつきましては３０年３月とい

うことで、今現在業務委託を発注しておるところでございます。 

  それと、２番目、続きまして、公共下水道（管渠）整備事業、これも同じ現年度なん

ですけれども、この工事につきましては、一応２番目から８番目ということで工事を挙

げさせていただいておりまして、まず、②の岩－５－１地区本舗装復旧工事につきまし

ては６月２６日に契約させていただきまして、一応９月末完了ということで目指して現

在進めているところでございます。同じく３番目の禅－１－７の地区本舗装復旧工事に

つきましても、同じく６月２６日に契約をさせていただきまして、９月末、２４日完了
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予定ということで現在進めさせていただいております。 

  ちなみに、岩－５－１の地区につきましては、岩山３０７号ということで、宇治田原

小学校から工業団地の間のいわゆる三百畷のあたりの舗装の復旧工事でございます。そ

れと、禅－１－７の工事につきましては、禅定寺の案内地区の農道のところの下水を入

れたところの舗装でございます。それと、あと緑苑坂、工業団地の入り口のところ、緑

苑坂入り口、あのところからコミプラのところの緑苑坂入り口の工事ということになっ

ております。 

  続きまして、４番目、④岩－４－４地区面整備工事ということで、これにつきまして

は、昨日契約を行いまして、一応２９年１１月２１日を完了ということで、現在発注し

たところでございます。これにつきましては、長山の今現在、大体長山地区の半分、西

側と南側を２８年度まで整備できましたんで、その続きを今度裏側、北側になるんです

けれども、残りのところを工事、施工するものでございます。 

  続きまして、⑤の岩－４－５の地区面整備工事及び水道配水管移設受託工事につきま

しては、一応２９年８月４日を入札予定日としております。これにつきましては、隠谷

地区への下水道の管渠整備ということでございます。 

  続きまして、６番目の禅－１－８地区面整備工事及び水道配水管移設受託工事につき

ましても、これにつきましては２９年８月２４日を入札予定日としております。これに

つきましては、禅定寺の西海道地内、あと庄地の一部ということで、そちらのほうの下

水道と水道の受託ということで、現在鋭意発注できるように進めているところでござい

ます。 

  それと、次期以降につきましては、⑦の立－４－５ということで舗装復旧を考えてお

るところでございます。同じく、岩山－４－３ということで地区本舗装を考えておると

ころでございます。 

  続きまして、３番目の下水道事業企業会計移行事業ということで、これにつきまして

は、２９年の２月昨年度末に発注をさせていただきまして、現在、委託業務を進めてい

ただいておるところでございます。これにつきましては、一応３年間ということで、

３１年３月下旪を完了予定としておるところでございます。 

  続きまして、もう一枚目、４番目なんですけれども、くつわ池送水管新設事業という

ことで、これにつきましても去年の繰り越し事業でございまして、これにつきましては

くつわ池の配水池のところ、加圧ポンプの新設工事ということで、現在、西ノ山に配水

池がございまして、そこからくつわ池へ水を送るためにその管の整備をしようとするも
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のでございます。現ルートにつきましては、くつわ池のほうに今水を送っておるのは、

下水道の下町の処理場ですね、末田の奥の、その処理場から末山林道を上がっておりま

して、そちらのほうに加圧ポンプが２カ所ありまして、それらがもう老朽化していると

いうことも含めて、あと、それとその林道がやはりちょっとかなり危険な状態になって

おりますんで、そのあたりちょっと現在通行できないような状況になっておりますので、

一般の方が、それらを含めて新たに西ノ山の配水池のほうからくつわ池のほうの配水池

のほうに送ろうということで、工事を進めておるところでございます。これにつきまし

ては、一応９月中旪に発注を考えておるところでございます。 

  続きまして、５番目の禅定寺加圧ポンプ場移転新設事業につきまして、これにつきま

しても繰り越し事業なんですけれども、まず最初に、イ、ウとあるんですけれども、禅

定寺通学路線配水管仮設工事（その１）と、同じくウの仮設工事（その２）ということ

で、これにつきましては２９年の７月１１日に契約をしておるところでございます。こ

れにつきましては、長山の配水池、いわゆるサンビレッジのところから禅定寺の森本橋

のところの加圧があるんですけれども、禅定寺加圧ポンプ場ということでその管の本設

工事をするがための仮設工事ということで、これが７月１１日に契約、発注しておると

ころでございます。 

  その次に、８月の中旪のところに同じくイ、ウということで、同じように今度はその

１、その２の本設工事ということで書かせていただいております。これにつきましては、

今説明させていただきましたその区間の本設工事を発注するということで９月中旪に考

えております。この長山配水池から禅定寺加圧の区間の間に、新名神高速道路の利用地

がございますので、この間につきましてはネクスコさんのほうで、仮設につきましては

ネクスコによる補償工事ということでやっていただきます。本設につきましては、ネク

スコの補償によりまして一応発注工事ということで予定しておるところでございます。 

  それと、続きましては、同じく５番目の項目のエの欄なんですけれども、一応禅定寺

の送水管・配水管の実施設計ということで、９月の上旪に発注を考えておるところでご

ざいます。これにつきましては、禅定寺の加圧ポンプ場、今申し上げました森本のとこ

ろにある加圧ポンプ場から禅定寺の配水池間までの間の管をやりかえるという設計を考

えておるところでございます。これにつきましては、現在、長山配水池が完了したこと

によりまして、禅定寺のほうに水を送りやすくなったということで、この禅定寺の加圧

ポンプの負担をできるだけ下げようと、現在のところ、一番手前のあたり、禅定寺地域

に入った一番手前あたりにポンプ場がありますんで、現在、長山の配水池から水が送ら
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れるのはもっと奥まで送られるような状況になっておりますんで、その長山の配水池か

らの水が届くあたりに加圧ポンプをつけて、その加圧ポンプの負担を軽減しようという

ようなことで工事を考えておるところでございます。それと、あと管が老朽していると

いうことで、それの更新ということで考えておる事業でございます。 

  続きまして、６番目の第５次拡張事業計画変更認可図書作成事業につきましては、こ

れにつきましては一応９月下旪発注予定と考えております。一応３０年３月下旪完了予

定ということでございます。これは水道の事業認可をとると、主に奥山田地域での区域

拡大というようなことで考えておるところでございます。 

  それと、続きまして、７番目の禅定寺加圧ポンプ場移転新設事業につきましては、こ

れにつきましては、公共下水道の禅－１－８地区の面整備工事、先ほどの２番目のとこ

ろで⑥の禅－１－８の工事、この工事、２件受託で配水管の布設工事をやるということ

でございます。これは先ほど言いました西海道とか庄地地内ということで、禅定寺の町

道５の４号線のほかということで、そのあたりの工事を考えておるところでございます。 

  それと、続きまして、最後に８番目なんですけれども、給水車購入事業ということで、

これにつきましては２９年の５月３１日に契約をさせていただいておりまして、現在、

製作中ということで一応１２月納車予定ということでございます。 

  簡単ですけれども、以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、上下水道課所管の質疑を終了いたし

ます。 

  以上で、ただいま出席の所管分に係ります第２四半期の事業執行状況についてを終了

いたします。 

  次に、日程第２、各課所管事項報告についてを議題といたします。 

  産業観光課所管の茶品評会審査結果について説明を求めます。木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） 失礼いたします。第４２回宇治田原町茶品評会の審査結果

と第３５回京都府茶品評会の審査結果を２つの表にまとめさせていただきます。 

  宇治田原町茶品評会におきましては、平成２９年の６月２３日の午前９時よりＪＡ京

都やましろ宇治田原町支店で開催いたしました。総出品点数が３５点、かぶせ茶の部

１０点、煎茶３点、玉露９点、てん茶１３点ということで、入賞者の方を下に明記させ
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ていただいておりますのでご覧いただきたいと思います。 

  次に、第３５回京都府茶品評会の審査結果でございます。これにつきましては、審査

日時が平成２９年７月４日火曜日、５日水曜日午前９時よりということで、宇治市の宇

治茶会館のほうで開催されました。総出品点数は２８７点、かぶせ茶の部５６点、煎茶

３０点、玉露７５点、てん茶１２６点ということで、本町のほうから出品された方の入

賞は下の表のとおりでございます。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。谷口委員。 

○委員（谷口重和） いつでも言っているんですけれども、今回も３５点はこれは点数は

いいと思います。しかし、ずっとこれ見ていると、１軒で家族で出している家とか相当

あると思うんですよ、これ。やはり点数は３５点でいいと思うんですけれども、やはり

１５軒とか２０軒とかそれぐらいの軒数で出してもらわんと、点数で家族とか１軒でひ

ょっとすると、ちょっとこれからもあることやから、できるだけこの組合ですか、協会

ですか、そっちのほうでもやっぱり問いかけてもうてやはりやっていかんと、このまま

ずっと続けるとこんなもの亓、六軒の軒数だけで終わってしまうと思うんです。それで

はやはり宇治田原町の茶の発展にはつながらないと思うんで、これだけはもう一回でき

るだけよりもぜひともこれをやってもらいたい。こっちは産業観光課も補助も出ている

ことやから、言うことは言えると思うんで、それだけお願いしたいと思います、強力に。

これはお願いで、答弁あったらどうぞ。 

○委員長（垣内秋弘） 木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） 今後、また生産者の団体のほうにも働きかけ、多数の方に

出品していただけるように検討してまいりたいと思います。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） 茶は生産者組合ですか、名称。そんな名称ですね。 

○委員長（垣内秋弘） 木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） ＪＡの茶業部会です。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） ＪＡ茶業部会ですか。そちらのほうにもできるだけ強力に働きかけ

てください。これはもうお願いしておきます。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、産業観光課所管事項報告の質疑を終

了いたします。 

  これでただいま出席の所管課に係ります事項を終了いたします。 

  ここで、暫時休憩をいたします。 

休  憩   午前１０時５９分 

再  開   午前１１時０２分 

○委員長（垣内秋弘） それでは、休憩前に引き続き会議を始めます。 

  それでは、総務部会計課所管分に係る事項について始めます。 

  日程第３、各課所管に係ります第２四半期の事業執行状況についてを議題といたしま

す。 

  まず、総務課所管について説明を求めます。清水総務課長。 

○総務課長（清水 清） それでは、平成２９年度第２四半期事業執行状況総務課所管分

につきまして、順にご説明をさせていただきます。 

  まず、１、地域防犯推進事業でございます。７月３日月曜日に宇治田原町地域防犯推

進ネットワーク協議会の会議を開催し、町、田辺警察署からの諸報告や今年度の取り組

みについての協議と意見交換をいたしました。７月１０日から１０日間が府民防犯旪間

に位置づけられていることから、本町もそれに合わせて、防犯についての安心・安全メ

ールの配信、公共施設や金融機関へののぼり旗の設置を行いました。次期以降の予定と

しましては、１２月には小学校の終業式に合わせまして、青色回転灯つきのパトロール

車で啓発と巡回を予定しておるところでございます。 

  続きまして、２、国際交流事業でございます。７月には領事館等にお茶を添えた本町

のＰＲ資料を送付いたしますとともに情報発信を行い、今後の交流先の足がかりとして

いきたいというふうに考えております。次期以降の予定といたしまして掲載しておりま

すが、京都府と連携する中で交流団体である中国雲南省への訪問に向けまして、日程調

整など協議調整を進めていきたいと考えております。 

  続きまして、３番、情報伝達システム整備事業でございます。ＩＰ告知システムの住

民体育館への追加整備、また中学校と２小学校への長距離スピーカー整備のための実施

設計に向け、調査検討し、入札等の準備を進めていきたいというふうに考えております。 

  続きまして、４番、地域防災対策事業でございます。こちらにつきましては、京都府

が見直しを進めております田原川の浸水想定が完了し次第、防災マップの改定に着手し

てまいりたいというふうに考えております。 
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  続きまして、５番、交通安全啓発事業でございます。高齢者運転免許証自主返納支援

事業につきましては随時受け付けを行っておりまして、現在７名の方から申請をいただ

いたところでございます。啓発につきましては、９月のことぶき大学のほうがテーマと

して交通安全となっていますことから、高齢者運転免許証自主返納のチラシを配布する

とともに、１１月の敬老会でも同様にチラシを配布する中で、周知、啓発に取り組んで

まいりたいというふうに考えておるところでございます。また、次期以降で、敬老会で

は高齢者への交通安全啓発グッズの配布もあわせて考えておるところでございます。 

  続きまして、６番、高機能消防指令システム整備事業でございます。高機能消防指令

システムの入札、契約を京田辺市で実施されましたので、京田辺市との覚書、高機能消

防指令システム更新事業を締結したいというふうに考えております。事業の完了につき

ましては、来年の３月上旪を予定しておるところでございます。 

  １ページめくっていただきたいと思います。 

  続きまして、７番、多機能消防資機材整備事業でございます。本事業につきましては、

更新時期となりました消防団第１分団第４部（奥山田支部）の小型ポンプ積載車を、今

回、多機能型消防車両へ更新をいたしまして、１２月１０日日曜日に奥山田支部のほう

に引き渡しを予定しておるところでございます。総務課所管事項につきましては、以上

でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、総務課所管の質疑を終了いたします。 

  次に、企画財政課所管について説明を求めます。奥谷企画財政課長。 

○企画財政課長（奥谷 明） ご苦労さまでございます。それでは続きまして、企画財政

課所管の第２四半期事業執行状況につきましてご説明を申し上げます。 

  ３ページをご覧いただきたいと存じます。 

  まず１番目、「ハートのまち」ＰＲ事業でございます。これにつきましては、シティ

ープロモーション、要は町のＰＲの一環として各種事業を進めておるものでございまし

て、大きく役場庁舎内部での議論により進めておるもの、また、京都府立大学のご協力

もいただきながら一緒に進めておるもの、大きく２つの流れがございます。まず、上段

の町内部で進めておる内容でございますけれども、いろんなＰＲ施策の検討をしており

ます。例えば現在ですと、まちキュン・ご当地届の構成ということで、出生届とか婚姻
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届、こういうものをオリジナル色あふれた本町独自のそういう届出書の用紙をつくって

いこうというようなことで、その図柄の議論等を進めております。その他、町内のスイ

ーツマップをつくっていこうとか、今年度も予算化させていただいております茶ッピー

グッズ、どういう内容、デザインしていこうかというような議論を進めてございます。

それと、先ほど申し上げました府立大との協力でございますけれども、大学側、もちろ

ん教授、また学生についていただいておりますけれども、そういう方々と一緒に町内各

地に入らせていただきまして、また住民インタビューなんかもする中で、単なる観光パ

ンフとかではなく、広い意味での宇治田原町のいいところをＰＲできるようなパンフレ

ットを作成していこうということで、鋭意取り組みを進めておるところでございます。 

  続きまして、２番目、「ハートのまち」移住定住促進奨励金でございます。これにつ

きましても年度当初からスタートしておるものでございますが、今年度の新規事業とい

うことで、町内の新築物件の取得もしくは中古物件を購入して移住された場合に、奨励

金を給付させていただくというもので、一律１所帯に１５万円を給付させていただきま

して、さらにそのお越しいただく方が世帯員全てが４０歳未満の場合、もしくは３世代

同居される場合は、さらに１０万円を上乗せして最高２５万円まで補助をしようという

ものでございます。いろんな場面を通じましてＰＲ等も努めておるところでございます。

なお、現状でございますけれども、合計４件の交付決定まで至ってございます。内訳と

いたしまして、１５万円口が２件と２５万円までの方が２件、合わせて合計４件という

状況でございます。 

  続きまして、３番目、ふるさと納税推進事業でございます。これにつきましては、昨

年１２月からスタートいたしました現時点での内容、カタログによります受け付けをさ

せていただいておるところでございますが、以前ご説明申し上げましたように、国から

の指導もある中、今年度より、新たに町の調達割合を基本的には３割にさせていただこ

うということで、新たにそういうルールで再度募集、整理をかけさせていただいておる

ところでございます。今進めております昨年度バージョンですと、２０事業者から

５５品目をいただいておったところでございますが、現在、最終取りまとめ中ではござ

いますが、最終的には今回の中身は事業者もふえまして、品目も１００品目を尐し超え

るぐらいまでいけるのかなということで進めてございます。現在、最終取りまとめをし

ておりますので、９月中旪ぐらいには新たな内容で募集できるように進めさせていただ

きたいと考えてございます。 

  それから、４番目、空家・耕作放棄地活用移住促進事業でございます。これは、京都
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府の特区指定を受ける中で、いろんな空き家ですとか、耕作放棄地を活用したいろんな

支援策を受けられるというようなものでございまして、６月３０日付で府の指定を受け

ることができました。これにつきましては、ちょっと次のページ、別紙をご用意させて

いただいております。内容につきまして、特区を受けることによってどういうような支

援策が使えるようになるのかというのをまとめたものでございます。これにつきまして、

ちょっとこの別紙に基づきましてご説明を申し上げます。 

  まず、本町ではこの６月３０日付で、要は田原地区で１つ、宇治田原地区で１つ、宇

治田原町内で２つの地域が京都府の移住特区の区域指定を受けることができました。な

お、農地と活用したということが条件でございますので、銘城台と緑苑坂は除かせてい

ただいております。その２地区を除く旧田原地区、宇治田原地区の２地区が府の特区指

定を受けたということで、これによりまして、先ほど申し上げました町単独の支援とも

あわせまして、この府の制度も生かす中で、総合計画また地方創生総合戦略で目標とし

ております地域創生と将来人口の確保に向けて進めてまいりたいと考えておるところで

ございます。 

  そうしたら、この特区指定を受けたらどういうメリットがあるのかということでござ

いますが、まず、受け入れいただく地域側のほうといたしましては、地域の空き家や耕

作放棄地の解消につながるということですとか、住んでいただくことによりまして、地

域の活動の担い手となる人材、こういうような方々にお越しいただくことによって地域

活性化が期待できると。また、移住者を受け入れいただく地域でも、そういう取り組み

に対する支援を受けていただくことができる。実際には、また、移住して来られる方に

は、登録空家や農地の活用について以下のようなさまざまな支援制度を受けることがで

きるというものでございます。 

  新しく開始した支援制度ということで、①から⑧までございますが、具体的に申し上

げますと、例えば①番でございます。これにつきましては、お越しいただく方ではござ

いませんで、これは受け入れいただく地域がその移住者に対して何か支援受け入れ活動

と実施される場合には、５０万円を限度として地域に補助を出させていただくことがで

きるということでございます。 

  ②番、これは移住される方が空き家等を改修される費用を１８０万円まで出せるとい

うものでございます。 

  また、③番目、これは空き家の所有者側が家財の撤去等をされる場合に、１０万円ま

で支援をしますというものでございます。 
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  ４番目の金利負担事業、これも移住者に対してでございますけれども、各種融資制度

を活用された場合、その金利負担を一定軽減するというものでございます。 

  ⑤きょう住応援金事業、これにつきましては、一番右の２５万円とございますけれど

も、町奨励金と同額を京都府が補助していただくというものでございます。ただし、こ

れは京都府外からの空き家へ移住された方だけでございます。先ほど、町単独で総額

２５万円まで補助しますということを申し上げましたが、その町の奨励金と同額を府が

補助するということですので、町外から空き家にお越しになられる場合には、町の単費

の２５万円とこの府制度の２５万円、合計合わせた５０万円までいただくことができる

というような制度でございます。 

  ⑥移住支援金事業、これは首都圏からの移住者ということで、これもちょっと限られ

ておりますけれども、そういう方々には１０万円を支援すると。 

  また、⑦番目、不動産取得税の軽減策、また８番目、耕作放棄地を活用される農業者

に対するいろんな支援というような各種メニューが用意されております。 

  今言いましたように、空き家を活用して、さらに農地も活用してというようなケース

が該当となってくるわけでございますけれども、こういうＰＲを通じまして移住・定住

につなげてまいりたいと考えてございます。なお、一番下には、参考までにこれまでの

取り組み概要を掲げさせていただいております。平成２９年３月には本町の空家バンク

制度を構築いたしまして、現在ホームページ等で載せさせていただいておりますが、現

状まだ２件しかございません。鋭意アンケート等で前向きなご回答をいただいた方々に

個別折衝を引き続き続けてまいりますので、できるだけ多く登録していただけるように

努めてまいりたいと考えてございます。また、この４月からは先ほど言いましたような

町独自の奨励金を設けまして、今回こういう京都府の制度とセットで進めてまいりたい

というように考えておるところでございます。以上、この府の特区事業の概要は以上で

ございます。 

  もう一度、３ページ、横長のほうにお戻りいただけますでしょうか。 

  続きまして、５番目、行政改革大綱等策定事業ということで、本年度で、２９年度で

計画期間が満了を迎えます第５次行革大綱実施計画に続く第６次計画を策定するべく進

めておるものでございます。去る７月１４日には、第１回目の外部の委員会となります

行政改革懇談会を開催させていただきました。第６次計画の基本方針ですとか、スケジ

ュールをご検討いただいたわけですけれども、窪田府立大学教授様を会長とする委員

８名でご議論を今後いただくということで、第１回目を開催させていただきました。そ
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れと並行いたしまして、内部的には現在第５次の計画の総括ということで、各課ヒアリ

ングを進めてございまして、そのヒアリングを受けまして、例えばできたもの、できて

いないもの、一定整理をした上で、再度６次につなげる職員提案募集を行い、それをも

とに内部のワーキング会議でもんでいくと。そして、所属長で組織いたします行政改革

推進本部会議に諮った上、また９月ごろには外部の行政改革懇談会、第２回目を開催し

たいと考えてございます。なお、議会のほうには９月議会におきまして、現計画の総括

の内容と新しい６次計画の骨子的なものをお示しできるよう努力しておりますので、

９月議会でご報告、ご説明をさせていただきたいと考えてございます。 

  それから６番目、空家等総合対策事業でございます。先ほどの空き家等を活用した事

業は先ほど申し上げたとおりでございますが、これと並行いたしまして、空き家等に係

る総合的な計画をつくっていこうとするものでございまして、これも外部の第１回目の

会議を８月下旪ごろに予定いたしております。まだ最終確定はしていないんですけれど

も、今回の計画の内容でございますけれども、大きく２点ございます。 

  空き家の状況等につきましては、アンケートなり現地調査を進めてございますが、そ

ういうものに対しまして、一定利活用を進めていく必要がある分につきまして、どのよ

うな利活用ができるのか。例えば企業さんに対するような活用ができるのか、また、福

祉的な活用ができるのか、いろいろなお試し住宅的な活用もあり得るのか、そういう利

活用方策の検討という部分と、逆に特定空家と申しまして、要は景観上も、また安心・

安全面からも危険と言われるような空き家に関しては、逆にもう除去してくことが必要

となってございます。そういうものにつきましては、どういう基準をもって特定空家と

みなすのかというような基準を設けるとともに、それに合致して特定空家と認定したも

のについては、例えば勧告ですとか、そういう手続も定めていく必要がございます。 

  したがいまして、今回のつくろうとしております計画は、利活用に関する部分のもの

と、要は除去が必要となる特定空家というものの手順ですとか基準、こういうものをつ

くっていこうというものでございまして、これも第１回の会議以降、鋭意進めてまいり

たいと考えておるところでございます。以上、企画財政課からのご説明とさせていただ

きます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。松本副委員長。 

○副委員長（松本健治） ありがとうございます。 

  ５番の行政改革大綱等策定事業、これはこの前に聞いています調書の中では、懇談会
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委員のメンバーは１０名以内で組織すると、委員は町政についてすぐれた識見を有する

者のうちから町長が任命すると、こういうことになっておるんですが、この流れは前か

らちょっとこういう形なのか、それが１点と、それと、現状がやはり、委員は町政にす

ぐれた識見を有する者、これは内外も含んでいるのかもしれませんけれども、この関係

はどういうふうに人数の配分になっているのか、その辺のことをちょっとお聞きしたい。

というのは、もう既に７月１４日に第１回の懇談会が開催されて、一部ちょっと新聞報

道でも出ましたので、私もちょっと気になっていたんですが、メンバーの状態も全く私

らは聞いておりませんでしたので、その辺のことをどういうふうに考えておられたのか、

ちょっとその点お聞きしたい。 

○委員長（垣内秋弘） 奥谷課長。 

○企画財政課長（奥谷 明） まず、ただいまお尋ねの宇治田原町行政改革懇談会が、そ

もそもまずどういうものなのかというものでございますが、これにつきましては、宇治

田原町行政改革懇談会設置要綱というものがございます。昭和６０年からできておる要

綱でございます。以降、改正等もしてございますが、基本的には庶務をつかさどる所属

担当課の名称変更が主でございまして、設置なり所掌事務に関する内容につきましては、

ほぼ当初からこのままであろうかと存じます。したがいまして、委員おっしゃいました

ように、懇談会は委員１０人以内で組織する、委員は町政についてすぐれた識見を有す

る者のうちから町長が任命するというとおりでございまして、これまでの数次にわたり

ます行政改革懇談会の委員も、こういう観点から委員の方々を選任させていただいてお

ります。 

  今回の第６次につきましても、メンバーさんはかわってはおられる方もございますが、

基本的な考え方は変わってはございません。ちなみに、現在の委員のご紹介をさせてい

ただきますと、今回は８名で開催させていただきました。この８名の内訳でございます

が、まず、会長をはじめとする３名の方につきましては、第６次の行革をつくる以前に、

毎年、現在ですと第５次の行革でございますが、それの外部評価委員をしていただいて

おる方が３名いらっしゃいますが、その３名には引き続き今回の懇談会委員にもご就任

いただこうということで、具体的には今回の会長でございます窪田先生、これは京都府

立大学の教授でございますが、行政改革ですとか行政評価がご専門の先生でございまし

て、引き続き今回の会長としてお願いしておるものでございます。もう一人、今五委員

というのがございまして、この方は民間の要は福祉関係のコンサルの代表をされておら

れる方ですが、この方も１０年来、第４次行革から委員として参画いただいておりまし
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て、外部評価もしていただいております。この方は滋賀県にお住まいですが、滋賀県の

守山市ですとか湖南市、そういうところの行政経営改革委員さんですとか、事業仕分け

委員さんとか、そういうところの就任もされておりまして、非常にこの分野にたけた方

でございます。もう一人が町内にお住まいの行政経験者ということで、城陽市の部長を

されておられました上野委員さんにもこの外部評価委員に入っていただいておりますん

で、この３名様は今回引き続き行政改革懇談会の委員としてご就任いただいたものでご

ざいます。あと残りの５名様が今回新たにご就任を依頼したところでございますが、内

訳を申し上げますと、例えば、連合京都の南山城地域協議会の事務局長さん、これは労

働者の視点からという意味でお入りいただいておりますし、税理士の方にも経営的な視

点ということで、これも町外、大久保にございます税理士さんでございますけれども、

委員としてお入りいただいてございます。あと３名は町内の方でございまして、商工会

の事務局で経営指導をしていただいておる石黒委員、また農協の宇治田原支店長、社会

福祉法人宇治田原むく福祉会の理事長さん、こういう方々は経営的な視点と組織を束ね

られるお立場という観点から、民間での取り組み等につきましてご意見をいただければ

というようなことで委員におなりいただいておるものでございます。したがいまして、

専門的なご見地、また日々組織で対処しておられる方々、また経営的な観点から物事を

見ていただける、そういう方々を広く選ばせていただいたという考えでございます。 

  なお、私どもできるだけ広く一般の方々もお入りいただこうということで、公募も

５月にさせていただいたんですけれども、残念ながらこの委員会に関しましては、公募

委員が申し出がございませんでしたので、１０名以内というふうになってございますが、

最終的には８名でスタートさせていただいたというような状況でございます。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） 松本副委員長。 

○副委員長（松本健治） ありがとうございます。 

  要するに、２名分が公募枠だったということで解釈できるんですか。それでいいんで

すか。 

○委員長（垣内秋弘） 奥谷課長。 

○企画財政課長（奥谷 明） 必ずしも２名になったかは別といたしまして、１名ないし

２名あたりが公募でいただければと思って枠はあけておったわけですけれども、最終的

にこうなったということでございます。 

○委員長（垣内秋弘） 松本副委員長。 

○副委員長（松本健治） 一応経過はわかりましたんであれなんですが、こういうもとも
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との内容、方針に基づいて、基本的には町政にすぐれた識見を有するという方で、ちょ

っと一部どうなのかなという方もいらっしゃるように、私は内容をお聞きしてそういう

ふうに感じるんですけれども、いずれにしてもこういう方針である以上、そういう町政

に詳しい方というのは、もう尐し選ぶ方法はあったんじゃないかなという気はするんで

す。だから、この辺城陽市の元部長さんも入れておられますけれども、そういう経験を

されている方もいらっしゃいますでしょうし、その辺のことはちょっともう尐し配慮願

っておけばありがたかったなというふうに思いますんで、ちょっとこれは意見として申

し上げておきます。 

○委員長（垣内秋弘） ほかに質疑のある方ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようですので、企画財政課所管の質疑を終了いたします。 

  以上で、第２四半期の事業執行状況についてを終了いたします。 

  次に、日程第４、各課所管事項報告についてを議題といたします。 

  まず、総務課所管の兵庫県加東市との災害時相互応援協定について説明を求めます。

清水課長。 

○総務課長（清水 清） それでは、兵庫県加東市との災害時相互応援協定につきまして

ご報告をさせていただきたいというふうに思います。 

  Ａ４、１枚物、両面刷りになっております、こちらのほうをご覧いただきたいと思い

ます。 

  まず、１番目の趣旨でございます。近年、地震等の大規模災害やゲリラ豪雤災害の発

生を受けまして、京都府内の行政や諸機関のみでの対応では同時被災の可能性もあり、

住民の生命・財産の保護活動につきまして十分な対応ができない場合もあり得ますこと

から、「お茶」産地間同士という特性を生かしまして、締結条件に見合った協定自治体

を選定いたしまして、災害時相互応援協定を締結するものでございます。 

  ２番目の日時でございますけれども、今月の６日木曜日に、午後４時半から５時の間

で実施をさせていただきました。 

  ３番目、場所につきましては、兵庫県加東市役所の会議室で実施をさせていただいた

ところでございます。 

  ４番の協定の内容でございますけれども、進行につきましては本町のほうでさせてい

ただきまして、出席者の紹介、またあいさつといたしましては、加東市の安田市長様と

本町の西谷町長から、またその後、協定の調印をいたしまして、写真撮影を行ったとこ
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ろでございます。 

  ５番目の出席者でございますけれども、兵庫県加東市さんのほうにつきましては、安

田正義市長様ほか４名の方々で計５名の方に出席いただいたところでございます。本町

につきましては、西谷町長ほか３名で計４名で出席をしましたところでございます。 

  ６番目の締結条件といたしましては、次の３点に重点を置き、選定をいたしました。

１つ目、災害的条件としましては、同時罹災を避け、かつ大規模災害の発生が予測され

ない地域であること、また２つ目としましては、地理的条件としまして、本町と特定協

定自治体が物的また人的な直接輸送が可能な距離にして２００キロ圏内であること、ま

た３つ目といたしまして、規模的条件としましては、相互支援が円滑に展開可能な自治

体規模であること。 

  すみません、裏面のほうをご覧いただきたいと思います。 

  ７番目の協定内容といたしましては、主に次の９項目を挙げてございます。１つ目、

食料、飲料水及び生活必需品の提供及びあっせん、２つ目が応急復旧等に必要な資機材

の提供及びあっせん、３つ目が援助及び救援活動に必要な車両等の提供及びあっせん、

４番目が救急及び応急措置に必要な職員の派遣、５番目が避難及び一時収容のための施

設の提供、６番目が被災児童・生徒等の一時受け入れ、７番目がボランティアの調整等、

また８番目がホームページの代理掲載などの災害時の情報発信協力、９番目がその他特

に要請があった事項というふうな形で挙げておるところでございます。 

  ８番目、協定自治体についてでございますけれども、名称は先ほども申し上げました

とおり、兵庫県加東市でございます。人口が４万３５６人、世帯数が１万６，３２４世

帯、こちらにつきましては平成２９年、本年の６月末現在の数字でございます。市の面

積につきましては１５７．５５キロ平米でございます。首長は先ほどから申しますとお

り安田正義市長で、２２年４月３０日から第２代として、現在２期目を迎えられておら

れるところでございます。議会としましては、藤尾潔議長様でございまして、定数

１６人の議会となっております。また、加東市の県外自治体との防災協定の締結先とい

たしましては赤穂義士協定２３市町ということで、加東市は同様の協定を赤穂義士ゆか

りの２３市町間で結んでおられますが、特定の自治体―本町になりますけれども、特

定の自治体との個別に結ぶのが今回が初めてということになります。 

  ９番目、自治体間の距離につきましては、加東市と本町の距離は直線で約９０キロ、

高速道路を利用しまして約１時間４５分で到着できる距離でございます。説明につきま

しては以上でございます。 
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○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。谷口委員。 

○委員（谷口重和） 私もこれは一般質問でもいろいろと取り上げてきましたけれども、

東の池田町、お隣の甲賀市、またこれ西の加東市、これはもう早く締結していただいて、

ここは評価できると思います。ちょっと難しいと思うんですけれども、大津市、これも

冷えたままで置いとかんと、やはりこれも明るい方向へ向けて締結できるように、これ

もできるだけ努力してもらいたいと、これだけお願いしたいと思います。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） 答弁はどうですか、コメント。清水課長。 

○総務課長（清水 清） 先ほどいただきました意見につきまして、また大津市と、大津

市のほうに出向きまして、協定に向けて努力してまいりたいと思いますので、よろしく

お願いしたいと思います。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） よろしくお願いをしておきます。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようですので、続いて、防犯カメラを併設した自動販売機の

設置及び管理に関する協定について説明を求めます。清水課長。 

○総務課長（清水 清） それでは、防犯カメラを併設した自動販売機の設置及び管理に

関する協定につきまして、ご報告をさせていただきます。 

  前回、常任委員会でご報告した内容と若干重複する部分もあろうかと思いますけれど

も、よろしくお願いをいたします。 

  まず、１番目の趣旨でございます。一般社団法人安全・安心まちづくりＩＣＴ推進機

構、通称ＳＡＰＩＣが各飲料メーカーとオペレーター企業と連携をいたしまして、飲料

自動販売機から得られる収益の一部を防犯カメラの設置に充てることによりまして、地

域住民が安全・安心に暮らすことができる社会基盤を推進することを目的に実施したと

ころでございます。 

  ２番目、日時でございます。今月の１３日木曜日、午後３時から３時半の間に実施を

させていただきました。 

  ３番目の場所につきましては、本町役場２階大会議室で実施したところでございます。 

  ４番目の協定の内容といたしましては、こちらの進行につきましても本町のほうでさ

せていただきまして、出席者の紹介、また協定の調印の後、西谷町長からの挨拶とＳＡ
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ＰＩＣの後藤真之代表理事さんから挨拶をいただき、写真撮影等を行ったところでござ

います。 

  ５番目の出席者でございます。ＳＡＰＩＣ側といたしましては、先ほど申し上げまし

た後藤真之代表理事さんと関西エリアの代理店でございます関電サービス株式会社の菊

川和滋マネージャーのお二人でございました。本町からは西谷町長ほか３名で、計４名

が出席をさせていただいたところでございます。 

  ６番目の締結条件ですけれども、自動販売機、防犯カメラの設置費用はＳＡＰＩＣ側

で全額負担をいただき、本町は負担のほうはゼロということになってございます。②自

動販売機は、低電力の省エネタイプということでございます。③自動販売機と防犯カメ

ラにつきましては、必ずしも近くに設置しなければならないわけではなくて、別々の場

所でも設置が可能ということでございます。 

  また、今回の協定書締結式につきましては、全国的には何市町か協定の締結をされて

おるところでございますけれども、京都府内では本町が初めてということになります。

府内で初めてということもございまして、ＮＨＫでのテレビ放送でありますとか、地方

紙にも大きく紹介をされたことから、報道を通じて犯罪の抑止力につながればと期待を

しておるところでございます。私からの説明は以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。浅田委員。 

○委員（浅田晃弘） すみません、ちょっとローカルな話なんですけれども、湯屋谷区長

から湯屋谷会館に自動販売機、こちらのほうを設置するということを問い合わせが来て

いるということを聞いたんですが、これはこの協定が結ばれた分なんでしょうか、ちょ

っとお伺いします。 

○委員長（垣内秋弘） 清水課長。 

○総務課長（清水 清） こちらの協定につきましては、あくまでもＳＡＰＩＣさんと宇

治田原町との協定になります。ただ、前回の常任委員会でもご説明させていただきまし

たように、まずはＳＡＰＩＣさんと町が協定をさせていただきまして、例えば今おっし

ゃっていただきましたように、区なり自治会さんからそういったお話が出てきた際に、

町のほうで取り次ぎをさせていただきまして、関電サービスさんにこういうお話がある

ということで話を進めていただくと。例えば、区とＳＡＰＩＣさんの間で協定を結ばれ

て、そういう自動販売機を利用した防犯カメラの設置ということにもつなげていきたい

というふうに私のほうも考えておりますので、またそういうお話がありましたら、ぜひ
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ともしていただきたいと思いますし、また本町といたしましても、区、自治会に対しま

してもこういった事業があるということの紹介もしていきたいというふうに考えておる

ところでございます。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 浅田委員。 

○委員（浅田晃弘） 防犯カメラは大変魅力的でございますんで、ぜひともいろいろなと

ころで設置していただけるように頑張っていただきたいと思います。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございませんか。谷口委員。 

○委員（谷口重和） これも１点だけ。これも無制限ではないと思うんで、台数が。最大

台数は何台ぐらい想定されているものか、それだけわかっていたら教えてください。 

○委員長（垣内秋弘） 清水課長。 

○総務課長（清水 清） 特に最大何台までという決まりはございません。ただ、原則的

には１台の自動販売機につき１台の防犯カメラということで聞いておりますが、売り上

げ本数が余りにも尐ない場合につきましては、自動販売機２台について１台の防犯カメ

ラということにもなろうかと思います。ただ、自動販売機さえ設置できれば、極端な話、

何台でも防犯カメラは設置することは可能かというふうに考えております。以上でござ

います。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） というのは、今現在、各個々の商店でもやはり自販機を置いて営業

しておられるわけで、それとの障害になる可能性もあり得ると、そこら辺もちょっと考

えてもらっての設置も必要かなと思うんですけれども、その点どうですか。 

○委員長（垣内秋弘） 清水課長。 

○総務課長（清水 清） 今、委員おっしゃられたとおり、先にそういう設置をされてい

る場合もあろうかと思いますし、その辺は十分うちのほうも留意をいたしまして、協定

といいますか協議のほうを進めてまいりたいというふうに思っております。以上でござ

います。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） よろしくお願いいたします。終わります。 

○委員長（垣内秋弘） ほかに。山本委員。 

○委員（山本 精） この締結条件の３つ目なんですけれども、自販機と防犯カメラを

別々の場所に設置が可能というふうに書かれているんですけれども、自販機の周りとい

うことになるのか、この１台に対して１台どこかにつけるということなのか、その辺の
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ことはどうなんですか。 

○委員長（垣内秋弘） 清水課長。 

○総務課長（清水 清） 今回、宇治田原分署のほうに自販機を設置しまして、宇治田原

分署の国道沿いに設置をしたところでございますけれども、例えば全然別の場所、例え

ばですけれども、住民グラウンドに設置して学校に防犯カメラを設置することも可能と

いうふうに聞いておるところでございます。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 山本委員。 

○委員（山本 精） わかりました。いいです。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、続きまして、平成２９年度総合防災

訓練について説明を求めます。清水課長。 

○総務課長（清水 清） それでは、平成２９年度宇治田原町総合防災訓練概要につきま

してご説明を申し上げます。 

  まず１つ目、目的といたしましては、地震と風水害という複合型の災害の発生を想定

する中で町が実施主体となり、自主防災会、消防団、消防団支援隊、消防分署等の防災

関係機関が一体的に総合的な訓練を実施することによりまして、防災関係機関相互の連

携強化と住民の防災意識の高揚を図るということとともに、地域の防災力の充実・強化

につなげることを目的として実施したいというふうに考えておるところでございます。 

  ２つ目の日時といたしましては、本年の９月３日日曜日午前９時から。 

  ３つ目の場所として、田原小学校グラウンドにおきまして実施を予定しているところ

でございます。 

  ４番目の訓練参加自治体といたしましては、事業主体の町とそれから南区自主防災会、

また銘城台自主防災会、消防団から南消防団支援隊、京田辺市消防署宇治田原分署、陸

上自衛隊第１０２施設器材隊、京都府田辺警察署と災害時相互応援協定を締結しました

市町としまして、岐阜県池田町、また滋賀県甲賀市の参加と、現在兵庫県加東市につき

ましても参加に向けての調整をしているところでございます。 

  ５番目の訓練想定としましては、９月３日午前９時に京都府南部を震源とする地震が

発生し、本町では震度６強の強い揺れを記録しました。この地震による地すべり、家屋

倒壊の多数の被害が発生している状況であり、また、それまで降り続いた大雤により河

川、ため池の水位が上昇し、浸水被害の危険性も高まっているという想定で訓練をした
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く考えておるところでございます。 

  訓練内容といたしましてはそこに挙げておりますとおり、被害状況報告訓練・避難情

報伝達訓練・広報訓練。避難・誘導訓練。救出・救護訓練として応援救護所（エアーテ

ント）の設置訓練、応急担架作成訓練、倒壊家屋救出訓練。初期消火訓練、消火器取り

扱い訓練、消火栓取り扱い訓練、バケツリレー訓練。水防訓練としましては、土のう作

成訓練、積土のう工法訓練。救援物資等搬送訓練。放水訓練。またその他といたしまし

て、煙体験ハウスを設置しての訓練、飲料水造水訓練、防災資機材等展示などを予定し

ているところでございます。説明につきましては以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。松本副委員長。 

○副委員長（松本健治） 総合訓練ですが、非常に大きい単位での、これは中規模になる

のかもしれませんけれども、非常に重要なことだとは思います。ただ、先ほど別のこと

で申し上げましたけれども、実は１５年の９月に鬼怒川が決壊したということで、常総

市で１４名、３万３，１００ですか、浸水したということがありましたし、それから、

ことしも北九州市で７月７日に朝倉市中心に、これは同じように災害がありまして、

３５名の死者、それから不明６名ということであります。続いて、１週間後に犬山市、

それからそのまた１週間目でちょうど秋田市、同じような線状降水帯による積乱雲が

次々と発生するという、ここ最近よくそういう話を聞きます。 

  このタイミングで、この内容というのは京都府とのかかわりもあるんだろうというふ

うに思いますけれども、地震とそれからこういう豪雤災害というようなことなんですが、

ちょっと私はできればこういう線状降水帯、こういうようなことが連発してきています

んで、我々のこの地域でも、訓練の際にこういうことも加味したような内容というのが

できないものかなというふうに思っていまして、特にこういうちょっとタイミングが違

うときになるのかもしれませんし、それはちょっとご一任させてもらいますけれども、

特化した内容をやらんと、こういう大きい単位、大ざっぱな単位でやっていきましても、

余りそういう意味ではこういう最近起こっている災害に対しては効果がないんじゃない

かなと。ですから、非常にそういう意味でちょっと事例から敏感な、逆に機敏な対応を

してもらうこともやはり訓練では必要かなというふうに思いますんで、この辺について

どういうお考えなのか、ちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

○委員長（垣内秋弘） 清水課長。 

○総務課長（清水 清） 先ほど松本副委員長からおっしゃっていただきましたように、
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近年、広島の土砂災害でありますとか、常総市の河川の決壊等々、近年線状降水帯によ

る豪雤災害が相次いでおるところでございまして、先ほどおっしゃられましたとおり、

豪雤災害に備えた訓練というのは大変私も意義ある重要なことであるというふうに考え

ておるところでございます。 

  今回の総合防災訓練は、先ほども副委員長さんからも言っていただきましたけれども、

京都府の総合防災訓練との同時開催ということで、地震と水害という複合型の災害想定、

本町も同じく地震と水害という複合型で実施したいというふうに考えております。ただ、

特に豪雤災害が起きたときにどういった訓練が一番有効なのかということはございます。

今回の訓練の中でも土のうの作成訓練でありますとか、積土のうの工法訓練であります

とか、そのあたりの豪雤災害に有効な訓練は盛り込んでいるつもりではありますけれど

も、まだまだ豪雤災害に対しての訓練というものもあろうかと思いますので、今後、自

主防災会さん、今回の訓練に限らず、今後実施される自主防災会さんとも協議をする中

で、そういった訓練ができないかということもお話をしていきたいというふうに考えて

おるところでございます。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 松本副委員長。 

○副委員長（松本健治） 先ほど出ていますように、今回の訓練は中規模の総合訓練で府

との連携ということもあるんですが、申し上げましたような経過からしまして、非常に、

これは先ほど災害に強い山づくりのところでもちょっと私申し上げたことがあるんです

が、特にこの北九州の場合なんかでも、流木、倒木、これによる被害が非常に大きくな

った要因だというふうに言われているんです。これはもともとはこういう山に対する国

の施策の問題もあったかもしれませんけれども、しかし、間伐ができていないというよ

うなこともあったり、それから、もう既に倒れている倒木がそのまま放置されていると

いうことからああいう災害が起こったいうような経過もありますんで、ちょっともう尐

しやっぱりポイントを絞った中で、できたらやはり各自主防災会に、自主性に任せると

いうこともあるんですが、やはり町行政としてそのポイントをついた指導をしていって

もらう、そういう動きをとってもらうということがやっぱりこの時期は大事なことでは

ないかなというふうに思いますんで、その点はどうでしょうか。 

○委員長（垣内秋弘） 清水課長。 

○総務課長（清水 清） 今、副委員長さんからおっしゃっていただいたように、やはり

今回の九州北部での豪雤災害につきましても、流木なり倒木での被害の拡大が顕著なも

のでございました。総務課といたしましても産業観光課と十分連携する中で、災害に強
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い山づくりといいますか、そういった取り組みにつきましても今後進めてまいりたいと

思いますし、自主防災会でこれから防災訓練をされるに当たりましても、そういう豪雤

災害に有効な訓練も指導といいますか、協議をしてまいりたいというふうに思っている

ところでございますので、ご理解賜りますようお願いしたいと思います。以上でござい

ます。 

○委員長（垣内秋弘） 松本副委員長。 

○副委員長（松本健治） 最後にちょっとお願いだけですが、要するに、申し上げました

ように、内容的に特化した内容、それから箇所的にポイントをついた箇所、全て対応で

きるようなことはなかなか難しい問題ですので、やはりそういう危険なところとかいう

ことを把握を一つではしないかんということもありますし、しているならば、そういう

ポイントをついたところで実施の方向を探っていただきたいなと、ぜひこの点をお願い

したいというふうに思います。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかに。谷口委員。 

○委員（谷口重和） 僕もちょっとだけ。今、松本副委員長が言われました各区単位の訓

練の実施と指導、それに合う行政の参加、それも必要であると思います。それに、これ

はお願いとして、今回のこの訓練、自主防災会、南、銘城台が参加、消防団もろもろが

参加、これは一応ブロック単位の訓練ですね。これが終わったらやはり町全体で訓練を

すると、そういうローテーションを組まれるのか組まれないのか、それだけちょっと聞

きたいと思います。 

○委員長（垣内秋弘） 清水課長。 

○総務課長（清水 清） 昨年度が６０周年ということもございまして、町全体としての

訓練となりました。その前が校区単位での訓練ということで、校区単位の訓練は何回か

させていただているところでございます。校区単位の中でも尐し範囲を狭めた形で、町

内全体をやっていきまして、その後におきましては、また校区単位での訓練という形で

また進めていけたらなというふうに思っておりますけれども、その点につきましては、

議会をはじめ皆さんのご意見をいただきながら、見直しもかけていきたいというふうに

考えておるところでございます。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） わかりました。この校区単位でブロックを分けると、宇治田原町で

何ブロックになりますか。 

○委員長（垣内秋弘） 清水課長。 
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○総務課長（清水 清） 以前に計画した段階では、４年で１巡できるような形で考えて

おるところでございます。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） ということは、４年プラス１年で５年ですわね、全周しようと思う

と。それはブロックは必要です。ブロックにすると緻密な訓練もできると。細部にわた

って全て網羅できると。５年に１回しか回ってこない計算ですわね。ですから、さっき

松本副委員長がおっしゃられた各区単位の、これは小規模であって、もちろんそれでい

いんですけれども、それを町のほうから実施するように、強制ではないけれども指導し

ていって、これはもう最小限やっていかないと。山のほうにある区でしたら土石流とか

その訓練をやって、川の横やったら水を想定した訓練もできるし、それならそれを各

個々に適した訓練もできると思うんです。それをやっぱりやっていったほうが将来のた

めになると思うんで、その点どうですか。 

○委員長（垣内秋弘） 清水課長。 

○総務課長（清水 清） 各自主防災会さんで訓練を実施される前に、当然、町の総務課

のほうにも相談に来られます。当日も当然町の職員も参加させていただているところで

ございますので、その企画段階でそういったお話、協議をさせていただく中で、今、や

はり豪雤災害というのは多数起こっておりますので、訓練の中に盛り込んでいただける

ような形でお話をしていきたいというふうに思うところでございます。以上でございま

す。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） わかりました。よろしくお願いをしておきます。 

  それと、担当課はおりませんけれども、ため池の多い地域もありますんで、水の要ら

ないときは水位を下げる、それのほうも極力行政のほうから適宜指導してもらわないと、

あるときだけは水位が下がっておって、またちょっと雤が降ると水位も上がる、そのと

きになってもしも何か災害が出た場合、やはりそれは大災害になるとかそれもあるんで、

ため池管理者に任すだけでなく、やはり町のほうもやっぱり一生懸命力をそっちへ注い

でもらわないと困るんで、その点よろしくお願いをして終わります。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、総務課所管事項報告の質疑を終了い

たします。 
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  次に、税住民課所管の人口動態集計について説明を求めます。長谷川税住民課長。 

○税住民課長（長谷川みどり） それでは、人口動態につきましてご説明させていただき

ます。 

  横長の資料、平成２９年度第１四半期の人口動態集計表をご覧ください。 

  第１四半期４月から６月の人口は、真ん中の右端のところですけれども、３０人の減

尐となっており、移動の多い前期と比べると減尐数は低減していますが、人口減尐傾向

は続いております。自然動態におきましては、出生が１０人に対し死亡者数が２７人で、

前期とほぼ同数の人口減となっています。社会動態では、転入が７４人であったものの

転出が８７人と若干転入を上回り、１３人の減となりました。前期比では転入は５人ふ

え、転出は２９人減っています。 

  ２ページ、３ページをご覧いただくと、年齢別では転入、転出ともに２０代、３０代

を中心とした若年層の移動が多い傾向が見られ、単身の転出者数では１５年以上居住し

た者の割合が４０％であり、就職や結婚を機に転出していることがうかがえます。 

  次に、縦長の行政区別人口、７月１日現在をご覧ください。 

  年尐人口ゼロ歳から１４歳の比率でございますが１１．６２％で、前年同時期

１２．２７％に比べまして０．６５ポイント、８０人減尐しております。年尐者人口割

合上位地区は緑苑坂、郷之口、銘城台の順になっており、下位は奥山田、髙尾になって

おります。それから、生産年齢人口１５歳から６４歳５９．９０％で、前年同時期

６０．２１％に比べて０．３１ポイント、１２１人減尐しています。生産年齢人口割合

上位地区は銘城台、緑苑坂、岩山南の順で、下位地区は奥山田、禅定寺、髙尾になって

おります。老年人口６５歳以上は２８．４９％で、前年同時期２７．５２％に比べまし

て０．９７ポイント、４９人の増加で、高齢化が進んだ形となっております。以上でご

ざいます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、続きまして、町税徴収実績及び町税

納付方法別の件数内訳について説明を求めます。長谷川課長。 

○税住民課長（長谷川みどり） 平成２９年度第１期町税徴収実績表につきましてご説明

させていただきます。 

  まず、調定額でございますが、現年分はほぼ前年どおりでございますが、滞納繰り越
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し分については町民税、固定資産税、たばこ税で前年を下回り、軽自動車税では上回っ

ております。 

  次に、一番右端の徴収率でございますが、現年で町民税、たばこ税を除いて前年対比

増で、滞納分では町民税、固定資産税、軽自動車税で前年対比減となっております。合

計では、現年で前年対比１．１％増、滞繰で５．２％減、計で１％増となっております。 

  次に、町税の納付方法別件数内訳表についてご説明させていただきます。納付件数は

合計で１万２，１３１件、そのうち納付書による納付が８，３２５件、率は

６８．６３％となっています。そのうち金融機関での窓口納付が５，２８２件、納付件

数合計に対する割合で４３．５４％、納付書による納付に対する割合は６３．４５％を

占めています。コンビニエンスでの納付が３，０４３件、納付件数合計に対する割合で

は２５．０８％、昨年同期で２３．２５％、納付書による納付で率として３６．５５％、

昨年同期比３３．９６％と比べふえております。 

  次に、口座振替の欄をご覧いただきますと、町・府民税ではゼロになっておりますの

は、６月末現在では、各金融機関よりの結果が反映していないことによるものでござい

ます。口座振替の合計で３，８０６件、率にして３１．７％となっております。以上で

説明を終わります。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようですので、続いて、個人町民税課税状況の推移について

説明を求めます。長谷川課長。 

○税住民課長（長谷川みどり） それでは、個人町民税課税状況の推移についてご説明い

たします。 

  ６月の委員会で、町民税の賦課状況についてご説明させていただきましたが、今回の

資料は７月実施の地方自治法第２５２条の１７の５、第１項の規定に基づき作成しまし

た町税の課税状況に関する統計資料により、所得状況等の分析を行っております。 

  まず、納税義務者の推移でございますが、平成２９年度均等割納税者４，７００人、

前年対比３３人、所得割納税義務者数については４，１９３人、前年対比１７人、内、

給与特徴義務者数が１１０人の増、４．３％の増となり、給与特徴義務者数と均等割納

税義務者数で割った特別徴収の割合は５６．３％と伸びております。 

  次に、総所得金額等の推移でございますが、例えば、サラリーマンで給与所得があり、
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なおかつ農業所得もある場合で、主たる所得が給与所得ならば給与所得欄に集計してい

ます。 

  区分といたしましては、サラリーマンの方々の給与所得、自営業の方か不動産の貸し

付け等で得た収入等の営業所得、農業に従事しておられる方の農業所得、年金収入や生

命保険等の一時金、配当所得等はその他に区分、土地を譲渡したときの譲渡所得や株の

売却等による所得が主たる所得の方は分離所得に分けております。 

  今年度は、総所得金額等では農業所得以外はふえており、所得割額については営業所

得、分離所得がふえており、特に分離所得が高い伸びを占めております。合計では、総

所得金額等、納税義務者数、１人当たりの総所得、所得割額が全てふえております。以

上で説明を終わります。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、税住民課所管事項報告の質疑を終了

いたします。 

  これで、日程第４、各課所管事項報告を終了いたします。 

  次に、日程第５、その他を議題といたします。 

  委員から何かございましたら挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） 当局側、何かございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） 事務局は。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） 特にないようでございますので、日程第５、その他については終

了いたします。 

  本日は、平成２９年度第２四半期の執行状況報告並びに所管事項報告を受けたところ

でございます。 

  本年度も第２四半期に入り、事業が本格的に実施していくこととなりますが、各課に

おかれましては早期の事業着手、執行を念頭に置き、業務の遂行に努めていただくよう

強く求めておきます。 

  なお、委員会は定期的に開催することを基本としておりますことから、委員各位、ま
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た町当局におかれましてもよろしくお願いいたします。 

  以上で、本日の総務建設常任委員会を閉会といたします。大変ご苦労さんでございま

した。 

閉  会   午後０時１３分 
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